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Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
０
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
で
は
、
当
地
に
お

け
る
東
京
２
０
２
０
大
会
の
レ

ガ
シ
ー
を
作
る
た
め
、
大
会
ビ

ジ
ョ
ン
の
一
つ
で
あ
る
「
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ

ョ
ン
」
を
象
徴
す
る
小
田
原
箱

根
な
ら
で
は
の
映
像
コ
ン
テ
ン

ツ
の
制
作
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
そ
の
動
画
を
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
て
公
開
し
て
い
ま

す
。（
左
記
Ｑ
Ｒ
か
ら
視
聴
が

可
能
で
す
）
ま
た
、
こ
の
動
画

は
、
当
地
域
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
な

ら
無
償
で
使
用
も
可
能
で
す
。

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

域
の
特
性
が
活
か
さ
れ
長
き
に

わ
た
り
伝
承
さ
れ
て
い
る
『
文

化
、
伝
統
、
芸
能
』
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
新
た
な
魅
力
の
発
信

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
３
年
ぶ
り
に
制
限
の

無
い
夏
に
箱
根
に
訪
れ
る
人
々

か
ら
日
々
変
化
す
る
観
光
ニ
ー

ズ
を
リ
サ
ー
チ
し
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
を
行
い
地
域
経
済
に
資
す

る
事
業
と
し
ま
す
。

　
会
場
で
は
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー

ジ
で
の
催
し
（
国
指
定
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
の
「
箱
根
宮
城

野
湯
立
獅
子
舞
」、
箱
根
を
ど

り 

な
ど
）
や
ブ
ー
ス
出
店
／

飲
食
・
物
販
・
体
験
・
事
業
Ｐ

Ｒ
（
会
場
で
の
お
も
て
な
し
ブ

ー
ス
と
し
て
小
田
原
・
箱
根
各

所
の
名
産
物
の
飲
食
・
物
販
・

事
業
Ｐ
Ｒ
・
子
供
縁
日
、
寄
木

細
工
の
体
験
教
室
・
お
座
敷
遊

び
体
験
・
レ
ン
タ
ル
着
物
で
の

ま
ち
歩
き
、
小
田
原
・
箱
根
各

地
の
観
光
施
設
の
案
内
Ｐ
Ｒ
）

な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時

：

令
和
４
年
７
月
30
日（
土
）

10
時
〜
18
時
30
分

会
場

：

湯
本
観
光
駐
車
場（
西
）

（
箱
根
町
湯
本
６
９
２
）

　
詳
細
は
大
博
覧
会
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
等
で
随
時
情
報

発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

注
目
く
だ
さ
い
。

ニ
ン
グ
を
飾
る
企
画
「『
箱
根

フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２
』
〜
故ふ

る

き

を
温た

ず

ね
て
新
し
き
を
知
る
〜
」

を
７
月
30
日(

土)

に
開
催
し

ま
す
の
で
ご
案
内
し
ま
す
。

　
こ
の
企
画
は
、「
文
化
、
伝
統
、

芸
能
を
活
か
し
た
新
た
な
地
域

資
源
の
発
信
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
コ
ロ
ナ
前
の
活
気
が
戻
っ

て
い
な
い
箱
根
を
会
場
に
、
地

　
小
田
原
・
箱
根
の
コ
ン
テ
ン

ツ
を
テ
ー
マ
に
パ
ビ
リ
オ
ン
と

し
、
産
業
・
地
域
の
紹
介
を
行

い
、
地
域
と
の
交
流
、
経
済
発

展
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
小

田
原
箱
根
大
博
覧
会
。
２
０
２

２
年
度
も
実
行
委
員
会
が
立
ち

上
が
り
、
様
々
な
企
画
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
本
年
度
の
オ
ー
プ

供
す
る
と
と
も
に
、
入
学
金
も

不
要
か
つ
安
価
な
料
金
（
会
員

サ
ー
ビ
ス
有
り
）
で
提
供
い
た

し
ま
す
。

　
教
室
内
の
感
染
対
策
も
講
じ

て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
受
講

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
今
月
号
の
折
込

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

☎
０
４
６
５（
46
）６
３
８
６

ジ
タ
ル
化
に
対
応
す
る
こ
と
が

不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
当
所
で
は
、
当
地
域
の
ビ

ジ
ネ
ス
に
携
わ
る
方
の
Ｉ
Ｔ
リ

テ
ラ
シ
ー
の
基
礎
力
を
底
上
げ

す
る
支
援
体
制
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
、
こ
の
度
、
パ
ソ
コ
ン

ス
ク
ー
ル
を
開
校
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

　
本
ス
ク
ー
ル
の
運
営
は
、
全

国
に
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
を
展

開
す
る
株
式
会
社
オ
フ
ィ
ス
奏

に
委
託
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
豊
富
に
提

　
当
所
は
、
６
月
６
日（
月
）に

小
田
原
ダ
イ
ナ
シ
テ
ィ
Ｗ
Ｅ
Ｓ

Ｔ
４
階
に
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

を
開
校
し
ま
し
た
。

　
本
ス
ク
ー
ル
を
開
校
し
た
き

っ
か
け
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
蔓
延
し
た
こ
と
を
機
に

国
や
行
政
か
ら
様
々
な
補
助
金

な
ど
が
給
付
さ
れ
ま
し
た
が
、

申
請
が
デ
ジ
タ
ル
に
限
ら
れ
た

も
の
も
多
く
申
請
を
断
念
す
る

方
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
年
ビ
ジ
ネ
ス
を
展

開
す
る
に
は
業
種
に
限
ら
ず
デ

気
候
変
動
ア
ワ
ー
ド
の
詳
細
は
左
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
気
候
変
動
対
策
や
脱
炭
素
に

関
す
る
議
論
で
必
ず
出
て
く
る

意
見
は
「
脱
炭
素
は
必
要
と
は

思
う
が
、
金
が
か
か
る
か
ら
難

し
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。
気

候
変
動
は
地
球
規
模
の
危
機
で

あ
り
、
そ
の
対
策
は
待
っ
た
な

し
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

が
、
同
時
に
、
大
き
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
と
捉
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
始

め
て
い
ま
す
。

　「
金
が
か
か
る
」
と
い
う
こ

と
は
お
金
が
動
く
と
い
う
こ
と

で
す
。
誰
か
の
支
払
い
は
誰
か

の
収
入
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

そ
こ
で
経
済
が
動
く
と
い
う
こ

と
で
す
。
今
日
の
損
益
計
算
表

上
の
コ
ス
ト
と
見
る
か
？
　
将

来
へ
の
投
資
と
見
る
か
？
　
私

た
ち
経
営
者
自
身
の
意
識
改
革

と
併
せ
て
、
国
や
行
政
に
は
将

来
の
投
資
を
促
す
施
策
を
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
岸
田
首
相
は
５
月
の
「
ク
リ

ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
に
関
す

る
有
識
者
懇
談
会
」
で
、
脱
炭

素
分
野
で
少
な
く
と
も
10
年
で

１
５
０
兆
円
超
の
投
資
が
官
民

で
必
要
と
指
摘
し
、
必
要
な
政

府
支
援
額
と
し
て
20
兆
円
規
模

と
の
試
算
を
示
し
、
Ｇ
Ｘ
（
グ

リ
ー
ン
・
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
）

経
済
移
行
債
で
先
行
し
て
調
達

す
る
と
述
べ
た
と
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。
政
府
が
長
期
に
わ
た

る
大
規
模
な
支
援
策
を
示
し
、

企
業
が
安
心
し
て
投
資
で
き
る

よ
う
に
す
る
仕
組
み
作
り
の
必

要
性
、
例
え
ば
、
脱
炭
素
に
つ

な
が
る
設
備
投
資
に
対
し
、
初

期
の
補
助
金
を
高
く
し
、
段
階

的
に
引
き
下
げ
て
い
く
こ
と
な

ど
を
検
討
し
、
企
業
の
早
期
投

資
を
促
す
こ
と
に
も
言
及
し
た

と
。
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
い

う
言
葉
を
こ
れ
か
ら
よ
く
聞
く

こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
大
い
に
期
待
し
た
い
政
策
で

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
原
資
は

誰
が
ど
う
出
し
て
最
終
的
に
は

誰
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
の

か
？
　
そ
し
て
、
そ
の
政
策
に

よ
っ
て
お
金
が
ど
こ
か
ら
ど
こ

へ
ど
う
廻
っ
て
い
く
の
か
？
　

が
大
変
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

大
企
業
の
間
だ
け
で
廻
す
の
で

は
な
く
、
あ
る
い
は
、
海
外
に

流
れ
出
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ネ

ー
を
潤
す
の
で
は
な
く
、
地
域

の
暮
ら
し
と
経
済
を
下
支
え
す

る
私
た
ち
地
域
の
中
小
企
業
に

廻
っ
て
く
る
よ
う
な
仕
組
み
と

ル
ー
ル
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
な
ぜ
な
ら
、
市
中
に
出
回
る

資
金
（
マ
ネ
ー
ス
ト
ッ
ク
）
は

順
調
に
増
え
続
け
、
特
に
２
０

１
５
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
以
降
の

マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
は
急
増

し
て
い
る
の
に
も
拘
わ
ら
ず
、

さ
ら
に
は
コ
ロ
ナ
の
支
援
金
や

補
助
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
の

に
も
拘
わ
ら
ず
、
私
た
ち
地
域

の
中
小
企
業
で
は
手
元
の
お
金

の
潤
沢
感
を
感
じ
ら
れ
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
お
金
が
ど
こ
か

に
偏
在
し
、
世
の
中
全
体
に
は

廻
っ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
が

続
い
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

国
の
積
極
的
な
財
政
出
動
が
、

や
る
気
の
あ
る
中
小
企
業
の
隅

々
ま
で
廻
る
よ
う
な
仕
組
み
と

ル
ー
ル
を
期
待
し
ま
す
。

　
気
候
変
動
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
に
つ
な
げ
て
い
く
ノ
ウ
ハ

ウ
や
ア
イ
デ
ア
を
共
有
す
る
た

め
に
、
当
所
で
は
「
気
候
変
動

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
古
川
剛

士
委
員
長
）」
が
中
心
と
な
り
、

全
会
員
を
対
象
と
す
る
顕
彰
事

業
「
気
候
変
動
ア
ワ
ー
ド
」
が

キ
ッ
ク
オ
フ
さ
れ
ま
し
た
。
脱

炭
素
、
省
エ
ネ
、
省
資
源
、
脱

プ
ラ
、
食
糧
ロ
ス
な
ど
テ
ー
マ

は
様
々
か
と
思
い
ま
す
。
ご
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
我
こ

そ
は
と
思
わ
れ
る
方
は
、
他
の

会
員
さ
ん
へ
の
参
考
に
も
な
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
皆
で
智
惠
を
集
め
、
力

を
合
わ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
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❖

会
頭
コ
ラ
ム
（
第
83
回
）会

頭　

鈴
木  

悌
介

脱
炭
素
は
金
が
か
か
る
？

６月６日に開校したパソコンスクール

感染症対策も万全に落ち着いた環境で
学ぶ事が可能です

メインステージに登場予定の伊勢代神楽系の獅子舞。
湯立の湯花をいただくと一年間病気にかからないと
いわれています。

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
が
開
校

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
を
サ
ポ
ー
ト

小
田
原
箱
根
大
博
覧
会
２
０
２
２

青
年
部
企
画

「『
箱
根
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２
』

〜
故ふ

る

き
を
温た

ず

ね
て
新
し
き
を
知
る
〜
」

７月から企画が
スタート

「TOKYO2020
 タスクフォース」が
制作した映像を公開中

DIVERS ITY  &

INCLUSION

６月６日
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て
は
、
外
部
の
会
社
等
と
取
引

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
際
、
い
か
な
る
条
件
で

取
引
を
行
う
か
、
と
い
う
点
を

明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
、
例
え

ば
、
納
品
物
が
取
引
の
目
的
に

適
合
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
場

合
に
、
ど
ち
ら
の
負
担
で
い
か

な
る
対
応
を
行
う
か
等
、
様
々

な
点
で
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
一
度
ト
ラ

ブ
ル
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、（
望

ま
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
）
交
渉
上
地
位
の
弱
い
事
業

者
側
が
、
裁
判
費
用
等
を
考
慮

し
、
泣
き
寝
入
り
し
て
し
ま
う

こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
条
件
面
を
明
確
に

す
る
べ
く
、
契
約
書
を
交
わ
す

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

⑵
契
約
書
の
内
容

　
次
に
、
契
約
書
を
作
成
・
レ

ビ
ュ
ー
す
る
際
に
い
か
な
る
点

に
注
意
す
べ
き
か
、
と
い
う
点

が
問
題
と
な
り
ま
す
。
留
意
点

は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
大
事
な

留
意
点
の
１
つ
と
し
て
、
対
価

の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
か
、

　
当
所
は
、
今
年
度
か
ら
、
小

田
原
箱
根
健
診
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
小
田
原
市
栄
町
１

－

１

－

15

ミ
ナ
カ
７
階
）
と
連
携
し
て
の

定
期
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　
健
康
診
断
の
実
施
期
間
は
、

９
月
30
日
（
金
）
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
会
員
特
別
価
格
で

の
受
診
が
可
能
で
す
の
で
ま
だ

受
診
の
申
込
を
さ
れ
て
い
な
い

事
業
所
で
、
定
期
健
康
診
断
の

実
施
が
必
要
な
事
業
所
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
期
限
内
で
お
申

込
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
当
所

Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
　
＊
　
＊

　
今
月
よ
り
連
載
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
く
弁
護
士
・
弁
理
士

の
山
本
飛
翔
と
申
し
ま
す
。
皆

さ
ま
に
お
役
立
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
記
事
を
書
け
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
今
回

は
、
事
業
活
動
に
お
け
る
契
約

の
意
味
及
び
留
意
点
で
す
。

⑴
契
約
書
を
交
わ
す
意
味

　
事
業
活
動
を
行
う
に
あ
た
っ

助
事
業
の
完
了
し
た
日
の
属
す

る
会
計
年
度
の
終
了
後
か
ら
２

年
間
引
き
続
き
8
割
以
上
雇
用

す
る
こ
と
等

〈
そ
の
他
〉

　
補
助
要
件
や
公
募
要
領
等
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〈
公
募
受
付
期
間
〉

令
和
４
年
５
月
19
日（
木
曜
日
）

か
ら
令
和
４
年
12
月
28
日
（
水

曜
日
）

（
郵
送
の
み
、
当
日
消
印
有
効
）

【
お
問
合
せ
】

神
奈
川
県
産
業
労
働
局
　
中
小

企
業
部
　
中
小
企
業
支
援
課
　

団
体
指
導
グ
ル
ー
プ

☎
０
４
５（
２
１
０
）５
５
５
６

　
今
月
号
の
会
報
か
ら
10
月
号

ま
で
の
予
定
で
、
市
内
在
住
の

弁
護
士
・
弁
理
士
で
あ
る
、
山

本
飛
翔
氏
に
よ
る
連
載
を
開
始

し
ま
す
。
各
種
の
法
改
正
や
制

度
の
改
正
に
伴
い
事
業
者
の
皆

様
が
注
意
す
べ
き
事
柄
に
つ
い

て
解
説
を
し
ま
す
。
今
月
号
で

は
、「
事
業
活
動
に
お
け
る
契

約
の
意
味
及
び
留
意
点
」
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
を
し

て
頂
き
ま
す
。

〈
補
助
率
〉

　
補
助
対
象
経
費
の
４
分
の
３

以
内

〈
補
助
上
限
額
〉

１
０
０
万
円

〈
補
助
要
件
〉

　
次
の
要
件
を
満
た
す
神
奈
川

県
内
に
所
在
す
る
中
小
企
業
者

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
事
業
環
境
へ
の
影
響

を
乗
り
越
え
る
た
め
に
取
り
組

む
第
三
者
へ
の
事
業
承
継
に
係

る
事
業
で
あ
る
こ
と
。

②
第
三
者
へ
の
事
業
承
継
前
に

譲
渡
企
業
の
「
常
時
使
用
す
る

従
業
員
」
だ
っ
た
者
を
県
内
に

お
い
て
８
割
以
上
雇
用
し
、
補

　
神
奈
川
県
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
に
よ

り
影
響
を
受
け
、
優
れ
た
経
営

資
源
を
持
ち
な
が
ら
事
業
継
続

に
課
題
を
抱
え
る
中
小
企
業
の

第
三
者
へ
の
事
業
承
継
を
支
援

す
る
「
経
営
資
源
引
継
・
事
業

再
編
事
業
費
補
助
金
」
の
公
募

を
開
始
し
ま
し
た
。

〈
補
助
対
象
事
業
〉

　
経
営
資
源
の
引
継
や
事
業
再

編
の
た
め
の
第
三
者
へ
の
事
業

承
継
に
伴
い
、
譲
渡
企
業
で
常

時
使
用
し
て
い
た
従
業
員
を
引

き
続
き
県
内
に
お
い
て
８
割
以

上
雇
用
す
る
事
業
（
人
件
費
に

対
す
る
補
助
）

和
３
年
度
会
議
・
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
報
告
、
令
和
４

年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に

収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
に
は
、
㈱
ノ
ウ
ハ
ウ

バ
ン
ク 

代
表
取
締
役
の
三
科

公
孝
氏
を
講
師
に
招
き
、「
新

時
代
到
来
！
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
／

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
Ｖ
字
回

復
ノ
ウ
ハ
ウ
15
連
発
」
と
題
し

た
講
演
を
実
施
、
中
小
企
業
に

よ
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ

の
取
り
組
み
に
よ
る
販
路
開
拓
、

商
店
街
活
性
化
な
ど
に
つ
い
て
、

事
例
を
交
え
な
が
ら
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
（
２
０
２
２
年

度
）
小
田
原
Ｌ
エ
ー
ル
の
申
請

が
始
ま
り
ま
す
。「
小
田
原
Ｌ

エ
ー
ル
」
は
女
性
の
活
躍
推
進

を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

市
内
企
業
を
３
段
階
に
認
定
す

る
小
田
原
市
独
自
の
制
度
で
す
。

【
申
請
期
間
】

７
月
１
日（
金
）〜
９
月
30
日（
金
）

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
申
請
書
類

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
検
索
】

小
田
原
Ｌ
エ
ー
ル

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
市
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課

☎
０
４
６
５（
33
）１
７
２
５

　
当
所
商
業
部
会
（
岩
瀬
忠
司

部
会
長
）で
は
、５
月
24
日（
火
）

に
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
部
会
で
は
初
め
て
の
リ
ア
ル

と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
方
式
で
実
施
し
、
21
名
が
出

席
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
令

内
に
算
定
基
礎
届
が
提
出
で
き

る
よ
う
準
備
に
取
り
掛
か
り
ま

し
ょ
う
。

「
令
和
４
年
度 

算
定
基
礎
届
事

務
説
明
【
動
画
】」

「
算
定
基
礎
届
の
記
入
・
提
出
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
（
令
和
４
年
度
）」

（
情
報
提
供
）
宮
川
・
神
蔵
社

会
保
険
労
務
士
法
人

【
お
問
合
せ
】

宮
川
・
神
蔵
社
会
保
険
労
務
士

法
人

☎
０
４
６
５（
63
）３
３
１
８

　
健
康
保
険
お
よ
び
厚
生
年
金

保
険
の
被
保
険
者
（
お
よ
び
70

歳
以
上
の
被
用
者
）
に
つ
い
て
、

事
業
主
は
毎
年
７
月
１
日
現
在

で
使
用
し
て
い
る
全
被
保
険
者

の
３
カ
月
間
（
４
月
〜
６
月
）

の
報
酬
月
額
を「
算
定
基
礎
届
」

に
よ
り
届
出
し
、
こ
の
届
出
内

容
に
基
づ
き
毎
年
１
回
、
標
準

報
酬
月
額
を
決
定
し
直
し
ま
す
。

こ
れ
を
定
時
決
定
と
い
い
ま
す
。

決
定
さ
れ
た
標
準
報
酬
月
額
は
、

９
月
か
ら
翌
年
８
月
ま
で
の
各

月
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
の
算
定
基
礎
届
の
提

出
期
限
は
７
月
11
日
（
月
）
と

な
っ
て
お
り
、
様
式
等
は
６
月

中
旬
よ
り
順
次
各
事
業
主
に
届

く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日

本
年
金
機
構
で
は
「
算
定
基
礎

届
の
記
入
・
提
出
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク（
令
和
４
年
度
）」と
動
画「
令

和
４
年
度
算
定
基
礎
届
事
務
説

明
」
を
公
開
し
て
お
り
、
動
画

は
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
分
か
り

易
く
説
明
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
参
考
に
、
提
出
期
限

と
い
う
点
が
あ
り
ま
す
。

（
上
記
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

⑶
ま
と
め

　
契
約
書
は
一
度
交
わ
す
と
そ

の
内
容
を
覆
す
こ
と
は
極
め
て

困
難
で
あ
る
た
め
、
自
社
に
事

業
に
即
し
た
契
約
書
の
ひ
な
形

を
作
る
、
相
手
方
の
契
約
書
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
際
に
は
弁
護
士

に
相
談
す
る
等
、
慎
重
に
ご
対

応
い
た
だ
く
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

弁
護
士
・
弁
理
士
　
山
本
飛
翔

☎
０
８
０（
１
１
９
８
）２
０
４
４

M
ail

：t_y
am
am
oto@

law

y
am
am
oto.com

　
当
所
の
年
会
費
に
つ
い
て
、

法
人
・
個
人
の
区
別
無
く
３
口
　

１
２
０
０
０
円
以
上
と
さ
せ
て

頂
く
事
が
、
令
和
４
年
２
月
15

日
の
臨
時
議
員
総
会
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
実
施
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
規
に
ご
入
会
の
事
業
所
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
か
ら
、
既
存

の
１
口
・
２
口
の
会
員
事
業
所

に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
か

ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
よ
り
一
層
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
、
小
田
原
箱

根
商
工
会
議
所
の
会
員
で
良

か
っ
た
と
思
っ
て
頂
け
る
よ
う

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
組
ん

で
い
く
所
存
で
す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
、

持
口
数
の
変
更
の
手
続
に
つ
い

て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

●　 自社が行う業務が追加の対価なしに広がらない
ようになっているか

　　◆　受託業務の内容が適切に特定されているか
　　◆　 契約不適合責任等のアフターフォローの内

容や期限は適切な範囲で納まっているか

●　 対価の額に比して、自社が負う責任が過大とな
っていないか

　　◆　 各種トラブル発生時の対応の責任や費用負
担の所在の如何

　　♦　 十分な補償なく、①成果物の知的財産権を
先方の単独帰属または共有とされていない
か、②その他第三者との取引を制限されて
いないか

◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉

会
員
の
皆
様
へ

年
会
費
の

最
低
持
ち
口
数
の

変
更
に
つ
い
て

小
田
原
箱
根
健
診

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の

健
康
診
断
の
実
施

に
つ
い
て

経
営
資
源
引
継
・

事
業
再
編
事
業
費
補
助
金

公
募
受
付
中

総
会
で
挨
拶
を
す
る
岩
瀬
部
会
長

小
田
原
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
小
田
原
Ｌ
エ
ー
ル
」

申
請
お
待
ち
し
て
い
ま
すへ
の

商業部会定時総会を開催
令和４年度事業計画等を審議

令
和
４
年
度 

算
定
基
礎

2

2

2

2

届2

の

提
出
期
限
は
７
月
11
日（
月
）ま
で

第
１
回
連
載 弁護士・弁理士　山

や ま も と

本 飛
つ ば さ

翔氏

「事業活動における
 契約の意味及び留意点」について

【各種の法や制度の改正を理解】

〇 オフィス系ソフト
　ワード・エクセル・パワーポイント・アクセス・アウトルックなど

〇 ＷＥＢデザイン系ソフト
　フォトショップ・イラストレータ・ドリームウィバー・HTML/CSS

〇 各種資格取得講座や情報セキュリティ技士資格講座
上記カリキュラム受講には教育訓練給付講座の利用も可能です。
神奈川県公共職業訓練や障がい者職業訓練を受託実施するパソコン
技術スクールです。

平日 AM10：00 ～ PM20：00　土日祝祭日 AM10：00 ～ PM18：00

ＰＣスキルアップで業務効率向上
ビジネスで活かす !

パソコンスクール ＰＣアカデミーオーシャン
〒250-0011
小田原市栄町 1-2-1　小田原駅前ビル 4Ｆ
TEL 0465-21-3457
https://www.pc-ocean-jp.com
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毎
年
多
く
の
受
講
希
望
者
の

応
募
が
あ
る
「
お
だ
わ
ら
起
業

ス
ク
ー
ル
」
が
開
講
し
ま
し
た
。

第
８
回
目
と
な
る
今
回
も
定
員

40
名
を
大
幅
に
上
回
る
応
募
を

い
た
だ
き
、
受
講
動
機
な
ど
を

も
と
に
受
講
者
を
決
定
し
ま
し

た
。

　
小
田
原
市
の
特
定
支
援
等
事

業
に
認
定
さ
れ
て
い
る
当
ス
ク

ー
ル
は
、
全
６
回
中
５
回
以
上

出
席
す
る
こ
と
で
、
国
の
定
め

る
創
業
時
の
特
典
を
受
け
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
例
え

ば
、
法
人
設
立
を
目
指
さ
れ
る

方
は
、
登
記
時
に
か
か
る
登
録

免
許
税
の
減
免
措
置
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
開
業
資
金

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
講
座
内
容
は
、
受
講
生
の
知

識
習
得
と
仲
間
づ
く
り
が
円
滑

に
進
む
よ
う
、
毎
年
マ
イ
ナ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
油
断
で
き
な
い
コ
ロ

ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
感
染

対
策
を
徹
底
の
う
え
積
極
的
に

交
流
を
図
る
受
講
生
の
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
最
終
日
と
な
る

７
月
２
日
は
、
各
自
の
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
を
発
表
し
ま
す
。

　
小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
で

は
、
起
業
に
ま
つ
わ
る
相
談
を

随
時
承
っ
て
お
り
ま
す
。
１
ヶ

月
以
上
に
亘
り
、
計
４
回
以
上

の
創
業
相
談
・
指
導
を
受
け
る

こ
と
で
、
前
述
の
特
定
創
業
等

支
援
事
業
と
同
様
の
特
典
が
利

用
可
能
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
会
社
を
息
子
に
引
継
ぐ
こ
と

に
し
た
け
れ
ど
何
を
す
れ
ば
良

い
か
わ
か
ら
な
い
、
親
族
以
外

の
方
に
会
社
を
譲
り
た
い
が
ど

う
進
め
れ
ば
良
い
か
知
り
た
い
、

と
い
う
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
当
セ
ン
タ
ー
（
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
）
は
そ

ん
な
相
談
を
お
受
け
し
て
、
皆

さ
ま
の
大
事
な
会
社
を
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
た
め
に
国
が
設
置

し
た
機
関
で
す
。

　
相
談
を
お
聞
き
す
る
担
当
者

と
し
て
、
県
西
地
区
で
は
小
田

原
箱
根
商
工
会
議
所
内
に
当
セ

ン
タ
ー
の
エ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
創
業
者
連
載
は
、
旅

ナ
カ
ラ
ボ
合
同
会
社
を
創
業
さ

れ
た
野
添
幸
太
さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。
野
添
さ
ん
は
、
昨
年
小

田
原
市
に
移
住
さ
れ
、
第
７
回

お
だ
わ
ら
起
業
ス
ク
ー
ル
に
も

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
社
名
の
〝
旅
ナ
カ
〞
は
旅
行

の
最
中
を
意
味
す
る
も
の
と
の

事
。
36
年
間
の
大
手
旅
行
代
理

店
勤
務
で
旅
行
を
売
る
よ
り
長

か
っ
た
と
い
う
新
規
事
業
開
発

　
事
業
承
継
を
進
め
た
い
と
い

う
お
考
え
の
事
業
者
の
方
に
は

原
則
無
料
で
中
小
企
業
診
断
士

や
税
理
士
と
い
っ
た
専
門
家
を

派
遣
す
る
制
度
を
ご
用
意
し
て

い
ま
す
。（
一
部
有
料
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
）

　
国
が
設
置
し
た
機
関
な
の
で

秘
密
厳
守
で
皆
様
の
悩
み
が
外

部
に
も
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　
県
西
地
区
で
ご
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
左
記
の
連
絡
先
に

お
問
い
合
わ
せ
し
て
頂
く
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

神
奈
川
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ

支
援
セ
ン
タ
ー

エ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　

清
水
一
郎

☎
０
８
０（
６
８
９
５
）６
４
８
８

電
子
メ
ー
ル

：i-sh
im
izu
@

kipc.or.jp

業
務
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
て

〝
日
本
の
旅
を

も
っ
と
便
利
に
、

も
っ
と
お
も
し

ろ
く
、
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
〞
す
る

こ
と
を
目
標
に

活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
業
務
は
観
光
施
設
向
け

の
お
み
や
げ
商
品
の
企
画
、
販

売
と
観
光
事
業
開
発
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
。

　
お
み
や
げ
商
品
で
は
、
宿
泊

施
設
の
お
部
屋
の
中
で
も
楽
し

め
る
お
子
さ
ん
向
け
の
手
づ
く

り
お
み
や
げ
製
作
キ
ッ
ト
を
旅

館
・
ホ
テ
ル
向
け
に
提
供
し
て

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
観
光
コ
ン
サ
ル
テ

　
５
月
26
日
に
小
田
原
箱
根
商

工
会
議
所
２
階
大
会
議
室
に
て
、

ィ
ン
グ
で
は
、
得
意
分
野
の
新

規
事
業
の
企
画
開
発
支
援
が

「
本
当
に
で
き
る
か
ど
う
か
を

証
明
す
る
た
め
に
」
今
年
の
１

月
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
始
め

た
観
光
新
規
事
業
ア
イ
デ
ィ
ア

の
投
稿
は
６
月
初
め
に
つ
い
に

１
０
０
件
を
達
成
し
問
合
わ
せ

が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。「
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
と
話
を
し
な
が
ら

そ
こ
に
あ
る
本
質
的
な
課
題
に

気
づ
く
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の

解
決
に
向
け
た
事
業
の
ア
イ

デ
ィ
ア
を
具
体
的
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
へ
と
昇
華
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
お
客
様
に
ご
満
足
い
た

だ
く
こ
と
が
最
高
の
喜
び
で

す
。」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　
地
縁
も
血
縁
も
な
く
、
箱
根
、

熱
海
、
伊
豆
と
い
う
日
本
最
大

の
観
光
エ
リ
ア
の
ハ
ブ
と
な
る

小
田
原
の
地
を
選
ん
で
移
住
さ

れ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
入
り

口
で
起
業
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
、

同
じ
志
を
持
っ
た
仲
間
と
出
会

え
た
事
や
聞
き
た
い
事
を
聞
け

る
ス
タ
ッ
フ
や
講
師
の
存
在
は

60
才
で
の
起
業
に
大
変
励
み
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

小
田
原
市
長
・
副
市
長
・
政
策

監
と
正
副
会
頭
と
の
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
懇
談
で
は
、
①
気
候

変
動
に
対
す
る
脱
炭
素
社
会
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
②
新
し

い
働
き
方
／
Ｗ
Ｐ
Ｍ
に
つ
い
て

③
美
食
の
ま
ち
構
想
に
つ
い
て

④
小
田
原
駅
周
辺
の
再
開
発
に

つ
い
て
⑤
久
野
イ
オ
ン
タ
ウ
ン

に
つ
い
て
⑥
小
田
原
市
立
病
院

に
つ
い
て
、
の
６
つ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
懇
談
を
し
ま
し
た
。

　
気
候
変
動
に
対
す
る
脱
炭
素

社
会
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
野
添
さ
ん
は
起
業
ス
ク
ー
ル

の
修
了
特
典
で
も
あ
る
特
定
創

業
支
援
の
認
定
を
取
得
さ
れ
、

法
人
の
設
立
時
に
活
用
さ
れ
ま

し
た
。
当
所
で
は
随
時
創
業
相

談
を
承
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

旅
ナ
カ
ラ
ボ
合
同
会
社

h
ttps://tab

in
akalab

.b
iz
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県
西
地
区
の
エ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
清
水
一
郎
氏

受講者を前に挨拶をする鈴木会頭

５月26日に開催した懇談会の様子

令和４年４月16日～
　５月15日までの入会の方新しい会員さんです

事業所名 代表者名 住　　所 事業内容
タンデムコンサルティングオフィス 小泉佳一 小田原市飯泉282‒5 経営コンサルティング

Chikara Movie 力石準一 足柄下郡湯河原町鍛冶屋914‒49 映像制作、YouTube、TikTok運用

Design EXIT 中野慎吾 足柄上郡大井町大井中央46 Webサイト作成・チラシ・名刺・封筒等の印刷物、デザインに伴う写真撮影・ブランディング

環境事業計画株式会社 武藤　稔 小田原市高田379 森林整備、鳥獣の捕獲及び調査

KJコネクションズ ジャパン 古木幸次 小田原市成田266‒7 海外事業コンサルタント

一般社団法人星槎湘南大磯総合型スポーツクラブ 本木幹雄 中郡大磯町国府本郷1805‒2 スポーツ事業（サッカー・陸上競技・ビーチバレー・アーチェリー・養生太極拳・グラウンドゴルフ）

株式会社ビューティサロン ロータス 高橋香世子 小田原市栄町2丁目9‒9 美容室

40
名
が
将
来
の
起
業
に
向
け
受
講

が
開
講

お
だ
わ
ら
起
業
ス
ク
ー
ル

第8回

　令和４年度から毎月この会報誌に同封している青年部広報紙は、
環境を配慮したペーパーレスという観点とデジタルツールの活用
推進という方針から一部の月（８月号・11月号・２月号）につい
て、現在の同封による案内をやめ、二次元コードからご覧頂く事
になります。

当所青年部の広報紙について

　
現
在
、
小
田
原
市
で
は
、
美

し
い
ま
ち
な
み
景
観
と
賑
わ
い

を
創
出
す
る
た
め
、
公
開
性
・

視
認
性
が
あ
り
、
質
の
高
い
緑

化
を
す
る
方
に
対
し
て
、
そ
の

経
費
の
一
部
を
助
成
を
し
て
い

ま
す
。

●
助
成
金
額

緑
化
対
象
経
費
の
２
分
の
１

（
た
だ
し
、
15
万
円
を
上
限
）

●
対
象

緑
被
率
の
低
い
小
田
原
駅
周
辺

の
推
進
エ
リ
ア
内
で

・ 

公
衆
用
道
路
に
面
し
た
地
上

は
、
今
後
、
小
田
原
市
が
環
境

省
の
脱
炭
素
先
行
地
域
へ
の
取

組
み
に
対
す
る
補
助
事
業
の
公

募
申
請
を
す
る
に
あ
た
り
、
商

工
会
議
所
か
ら
の
意
見
も
入
れ

な
が
ら
公
民
連
携
で
進
め
て
い

く
事
、
ま
た
、
美
食
の
ま
ち
構

想
に
つ
い
て
は
、
当
所
で
今
年

度
活
用
し
て
い
る
副
業
人
材
の

専
門
家
に
も
一
緒
に
携
わ
っ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
の
美
食

の
ま
ち
担
当
と
連
携
し
、
コ
ン

セ
プ
ト
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

事
な
ど
、
行
政
の
施
策
実
施
に

あ
た
っ
て
の
公
民
連
携
を
よ
り

強
固
に
し
て
い
く
事
が
確
認
で

き
た
有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
も
、
定
期
的
に
市
幹
部

と
の
懇
談
会
を
実
施
し
、
当
所

の
要
望
の
実
現
等
を
含
め
行
政

と
の
連
携
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

部
分
の
緑
化

・ 

公
衆
用
道
路
に
面
し
た
壁
面

の
緑
化

一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
屋
上

の
緑
化

●
最
低
面
積

１
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

●
受
付
期
間

令
和
５
年
１
月
末
日
ま
で

●
募
集
件
数

約
15
件
程
度
（
先
着
順
）

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
市
み
ど
り
公
園
課

☎
０
４
６
５（
33
）１
５
８
４

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持

者
が
「
死
亡
ま
た
は
重
篤
な
傷

病
を
負
っ
た
場
合
」
や
「
収
入

が
減
少
す
る
見
込
み
の
場
合
」、

保
険
料
の
減
免
の
対
象
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

小
田
原
市
役
所
保
険
課
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て

小
田
原
市
役
所
　
保
険
課

保
険
料
係

☎
０
４
６
５（
33
）１
８
３
４

野
添
氏
が
開
発
に
携
わ
っ
た

土
産
商
品

「旅ナカラボ」を創業した
野添幸太氏
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❖
❖
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❖
❖
❖

小
田
原
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

小
田
原
市
長
・
副
市
長
・
政
策
監
と

正
副
会
頭
と
の
懇
談
会
を
開
催

６
つ
の
テ
ー
マ
で
意
見
交
換
を
実
施

小
田
原
市

ま
ち
な
か
緑
化
助
成
事
業

〜
ま
ち
な
か
緑
化
の
推
進
に
協
力
を
〜

国
民
健
康
保
険
料
の

減
免
に
つ
い
て

事
業
承
継
の
相
談
を
し
た
い
方
へ

「
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い

創 業 者 連 載

旅ナカラボ合同会社
野添 幸太氏
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企
業
の
成
長
に
は
、
人
材
確

保
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
即

戦
力
重
視
の
傾
向
が
強
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
市
内
企
業
へ
就
職
を
検
討
し

て
い
る
若
者
が
ど
の
よ
う
な
就

業
環
境
を
注
目
し
て
就
職
を
考

え
る
の
か
、
人
材
領
域
に
詳
し

い
人
材
派
遣
会
社
の
講
師
が
セ

ミ
ナ
ー
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

お
伝
え
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ

「
求
職
者
が
注
目
す
る
就
業
環

境
と
は
」

■
日
時

７
月
21
日
（
木
）
10
時
20
分
〜

12
時
00
分
（
受
付
　
10
時
〜
）

■
場
所

お
だ
わ
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ

ボ
（
小
田
原
市
栄
町
１

－

１

－

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
て
い

ま
す
。

　
今
回
、
当
所
が
実
施
し
た
こ

の
取
組
に
つ
い
て
、
日
本
商
工

会
議
所
が
発
行
す
る
「
会
議
所

ニ
ュ
ー
ス
（
２
０
２
２
年
５
月

21
日
）」に
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
左
記
に
そ
の
掲
載
記
事
を
ご

紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

の
事
業
の
参
加
登
録
店
舗
の
募

集
を
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
か
な
が
わ
Ｐ
ａ
ｙ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
事
務
局
の
Ｈ

Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

画
」「
業
務
改
革
」「
広
報
」
の

３
つ
の
分
野
で
実
績
の
あ
る
人

材
（
３
名
）
が
決
ま
り
、
専
門

　
神
奈
川
県
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
に
よ
り
、
売
上
が
減
少
し
て

い
る
県
内
産
業
を
支
援
す
る
事

を
目
的
に
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・

消
費
喚
起
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
２
０
２
１
年
10
月

か
ら
実
施
し
た
「
か
な
が
わ
Ｐ

ａ
ｙ
」
の
第
２
弾
で
す
。

　
現
在
、
神
奈
川
県
で
は
、
こ

　
ご
承
知
の
通
り
、
当
所
は
、

㈱
ビ
ズ
リ
ー
チ
を
利
用
し
て
副

業
兼
業
人
材
を
募
集
し
、「
企

■
商
工
会
議
所
の
経
営
・
金
融

指
導
を
受
け
て
事
業
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
る 

■
最
近
１
年
以
上
、
同
一
会
議

所
の
地
区
内
で
事
業
を
行
っ
て

い
る

■
商
工
業
者
で
あ
り
、
日
本
政

策
金
融
公
庫
の
融
資
対
象
業
種

を
営
ん
で
い
る

■
税
金
（
所
得
税
、
法
人
、
事

業
税
、
住
民
税
）
を
完
納
し
て

い
る

●
利
率

：

１
・
21
％
（
６
月
１

日
現
在
）

【
お
問
合
せ
・
ご
相
談
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

経
営
支
援
部

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

　
マ
ル
経
融
資
は
、
無
担
保
・

無
保
証
人
で
商
工
会
議
所
の
推

薦
に
も
と
づ
き
融
資
さ
れ
る
日

本
政
策
金
融
公
庫
の
公
的
融
資

制
度
で
す
。
当
所
の
多
く
の
会

員
事
業
所
の
皆
様
に
も
ご
利
用

し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

【
マ
ル
経
融
資
（
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
）】

●
融
資
限
度
額

：

２
０
０
０
万

円●
融
資
対
象

：

以
下
の
条
件
を

す
べ
て
満
た
す
方

■
従
業
員
20
人
以
下
（
宿
泊
業

と
娯
楽
業
を
除
く
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下
）の
法
人
・

個
人
事
業
主 

　
小
田
原
市
で
は
、
市
職
員
が

市
内
の
事
業
所
に
伺
い
、
職
員

が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
写
真
撮

影
を
す
る
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
」
を

実
施
し
て
い
て
、
１
名
あ
た
り

お
よ
そ
５
分
程
度
で
申
請
が
完

了
し
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
実
施
の
日
時
・
場

所
や
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
方
法

に
つ
い
て
は
、
是
非
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
市
役
所
戸
籍
住
民
課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
担
当

☎
０
４
６
５（
33
）１
３
８
４

15
ミ
ナ
カ
小
田
原
新
城
下
町
２

階
）

■
講
師

（
株
）パ
ソ
ナ
　
人
材
紹
介
担
当

営
業

■
対
象

中
途
採
用
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
雇

用
に
関
心
を
持
つ
企
業

■
参
加
費
　
無
料

■
お
申
込
方
法

①
企
業
名
・
参
加
者
名
　
②
所

在
地
　
③
電
話
番
号
を
記
載
し
、

rou
sei@

city
.od
aw
ara.k

a

n
ag
aw
a.jp

ま
で
メ
ー
ル
で

お
申
込
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
市
経
済
部
産
業
政
策
課

労
政
雇
用
係

☎
０
４
６
５（
33
）１
５
１
４

箱 

根 

＆

小 
田 

原

会議所ニュース（2022年５月21日）
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ご
利
用
を

　

お
待
ち
し
て
い
ま
す

小
田
原
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

の
ご
案
内

マ
ル
経
融
資
の

ご
案
内

かながわPay

加盟店（登録店）
募集中

第２弾
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労働保険のお知らせ
令和４年度・労働保険（労災保険・雇用保険）の
 確定・概算申告と保険料等の納付はお早めに。
申告・納付期間は
 ６月１日（水）～７月11日（月） です。
　　労災保険と併せて石綿健康被害救済のための一般拠出金も
　　申告・納付となります。

労働保険の申請は
便利な電子申請で！

お問い合わせは、
神奈川労働局　総務部　労働保険徴収課
　　適用第１係・第２係・第３係 ……… 電話 045‒650‒2803

検索 労働保険の電子申請

コロナ禍での職場環境の変化や地球温暖化などにより、
業務上の熱中症リスクが高まっています。

■屋内作業での熱中症
　 炎天下の作業に限らず、屋内作業でも熱中症が発生す
ることが報告されています。

■熱中症を原因とする二次災害
　 熱中症により意識を失って転倒した事例、高所から墜
落した事例、車両の運転中に熱中症を発生し交通事故
に繋がった事例も報告されています。

＊ 今月号の同封チラシにある、神奈川県福祉共済協同組
合のケガ５つ星なら業務上の熱中症を保障します。

皆様、熱中症への対策はできていますか？

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

 

出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト

を
開
催

「
ワ
ー
ク
ス
ト
レ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
」

求
職
者
が
注
目
す
る
就
業
環
境
を
紹
介

当
所
の
副
業
兼
業
人
材
の
活
用

日
商「
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
」で
紹
介

̶５月度管内定期情報̶
調査項目 調 査 月 数　値 対前月比 対前年

同月比
資料
提供

小
田
原
市

人　口 5月1日現在 187,680 人 170 人 △ 889 人 小
田
原
市世帯数 5月1日現在 83,461 世帯 281 世帯 406 世帯

箱
根
町

人　口 5月1日現在 11,064 人 56 人 △ 167 人 箱
根
町世帯数 5月1日現在 6,384 世帯 79 世帯 △ 502 世帯

求
人
求
職
状
況

求人倍率 4月分 0.60 △ 0.04 0.14
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
田
原

有効求人数 4月分 2,017 人 △ 78 人 379 人

有効求職数 4月分 3,387 人 113 人 △ 210 人

天 守 閣
入場者数 4月分 44,034 人 △ 7,322 人 16,052 人 小田原市

観光協会

●ドラッカーマネジメント
●ポーター競争戦略、B.S.C による経営戦略
●経営者が知っていなければならない計数管理など

小田原地域の多くの経営者が受講した、
実績のあるマネジメントスクール

マネジメントスクール

■お問い合わせ、資料請求は、下記までご連絡ください
　詳細は、ＨＰをご覧ください

小田原市城山3丁目25番23号
TEL0465-24-3311 mail : info@enari-brain.com

中小企業に特化！明日の経営者育成を目指す実践経営学

内　容

講　師
受講料 定　員
期　間

税理士・中小企業診断士　  江成　健一
200,000円（税抜）／全20回 15名
2021年5月～2023年2月　随時募集
原則毎月第2火曜日　18:30～20:30
（株）ブレイン・スタッフ

「働き方改革」で時間とコストを削減！

社会保険・雇用保険 手続の電子申請をサポート

℡　０４６５－２５－３３６４

社会保険労務士　大石事務所
小田原市鴨宮３８５番地  虹ビル２Ｆ


